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演習問題  11 ● 関数の極限とロピタルの定理 (Ⅰ ) ●

解答＆解説

	 (1)  tan−1 2x ＝θ とおくと ,  2x ＝ tanθ となり,  x → 0 のとき ,  θ → 0
となる。(2) は ,   xx2

の自然対数をとって“ロピタルの定理”を利用しよう。

ヒント！

次の関数の極限を求めよ。

(1) l im 
x→ 0

 sinh(tan−12x )  x   　　　 (2) l im 
x→＋0

x x 2

  (x ＞ 0)

(1) l im 
x→ 0

 sinh(tan−12x )  x について ,   tan−12x ＝θ   (− π   2 ＜θ ＜
π   2 ) とおくと ,  

2x ＝ tanθ より ,   x ＝
1  2 tanθ　また ,   x→ 0 のとき ,   θ → 0 となる。

∴ l im 
x→ 0

 sinh(tan−12x )  x ＝ l im 
θ→ 0

 
s inhθ  

 1  2 tanθ
 　 　 　 　 　 ＝ l im 

θ→ 0
 
(s inhθ ) ´ 

 ( 1  2 tanθ ) ´

 
＝ l im 

θ→ 0
 coshθ  

 1  2・
1  cos 2θ

＝
cosh0 

 1  2cos 20

＝
1  1  

2 × 1 2

  ＝ 2 ………(答)

(2) x ＞ 0 より ,   x x 2

＞ 0 である。よって ,   x x 2

の自然対数をとって ,   この

x→＋ 0 の極限を求めると ,   

l im 
x→＋0

logx x 2  

＝ l im 
x→＋0

x 2・logx　　　　 ＝ l im 
x→＋0

 logx  1  
x 2

＝ l im 
x→＋0

 ( logx)´  (x−2)´ ＝ l im 
x→＋0

  
1  x  

 
− 2・x−3 ＝ l im 

x→＋0
  (− x 2  2 )　 ＝ 0

∴ l im 
x→＋0

log x x 2  

＝0 ＝ log 1  より ,   l im 
x→＋0

x x 2

＝1   …………………………(答)

0  0 の不定形

e0 ＋ e0

 2 ＝
1 ＋ 1  2 ＝ 1

公式：(sinhx)´ ＝coshx   ( ∵ sinhx ＝
ex − e − x

 2 ，coshx ＝
ex ＋ e − x

 2 )

−∞  ∞ の不定形

( ＋ 0) × ( −∞)
の不定形

分子・分母に
x 3をかけた。
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●微分法とその応用

次の関数の極限を求めよ。

(1) l im 
x→ 0

 sinh(sin−1x )  x 　　　　  (2) l im 
x→∞

 x
1 
x    (x ＞ 0)

解答＆解説

	 (1)  sin−1 x ＝θ とおくと ,   x ＝ sinθ。また ,   x → 0 のとき ,   θ → 0
となる。(2)  自然対数をとって ,   “ロピタルの定理”を使う。

実践問題  11 ● 関数の極限とロピタルの定理 (Ⅱ ) ●

ヒント！

(1) l im 
x→ 0

 sinh(sin−1x )  x について ,   s in−1x ＝θ  (−
π   2 ≦θ ≦

π   2 ) とおくと ,   

x ＝ sinθ　また ,   x→ 0 のとき ,   θ → 0

∴ l im 
x→ 0

 sinh(sin−1x )  x ＝ l im 
θ→ 0

 s inhθ   sinθ ＝ l im 
θ→ 0

 (ア)

＝ l im 
θ→ 0

 coshθ   cosθ ＝  (イ) 　 　     ＝
1  1 ＝1  …………………(答)

(2)  x ＞ 0 より ,   x
1 
x ＞ 0　　x

1 
xの自然対数をとって ,   x→∞とすると ,   

l im 
x→∞

 logx 
1 
x
 
＝ l im 

x→∞
 (ウ)　　　　　　　　 ＝ l im 

x→∞
 
( logx)´  x ´

＝ l im 
x→∞

 

1  x  
 

1
＝ l im 

x→∞
 1  x ＝ 0

∴ l im 
x→∞

 log x
1 
x
 
＝ 0 ＝ log 1 より ,   l im 

x→∞
x

1 
x ＝ (エ)    ……………………(答)

∞  ∞の不定形

解答 (ア) (s inhθ )´  (s inθ )´ 　(イ) cosh0  cos0 　(ウ) logx  x 　(エ) 1

ロピタル
の定理


